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シ
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ワ
ー
（１）

　　　　　　　１７７５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７７５　　　　　１７７４　　１７７３

　 　

１
７
７
３
年
１
２
月
、
ボ
ス
ト
ン
・
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
事
件
の
後
、
激
怒
し
た
英
議
会

は
、
暴
動
の
中
心
の
ボ
ス
ト
ン
港
を
封
鎖
す
る
。

　

１
７
７
４
年
９
月
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
第
１
回
各
州
連
合
議
会
が
開
か
れ
る
。

ボ
ス
ト
ン
の
知
事
で
あ
っ
た
英
将
ゲ
ー
ジ
は
武
断
政
策
を
と
っ
て
い
た
が
、
植
民

地
人
は
こ
れ
に
反
発
し
、
不
穏
な
空
気
が
流
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
英
政
府
は

ゲ
ー
ジ
に
、
植
民
地
人
の
武
器
押
収
を
命
じ
る
。
こ
の
行
動
に
よ
っ
て
、
植
民
地
人

は
一
斉
に
蜂
起
し
た
。

　

ゲ
ー
ジ
は
、
コ
ン
コ
ル
ト
に
ボ
ス
ト
ン
市
民
が
武
器
を
貯
え
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
こ
れ
を
襲
撃
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
を
察
知
し
た
米
軍
と
の
間

に
１
７
７
５
年
４
月
１
８
日
、
レ
キ
シ
ン
ト
ン
で
小
競
り
合
い
が
起
こ
っ
た
。

　

英
軍
は
コ
ン
コ
ル
ト
ま
で
進
ん
だ
が
、
米
軍
の
抵
抗
が
激
し
く
、
つ
い
に
退
却
し

た
。
植
民
地
で
は
こ
の
勝
報
を
聞
い
て
皆
が
武
器
を
と
っ
て
集
結
し
た
。

　

特
に
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
市
民
の
イ
ー
サ
ン
・
ア
レ
ン
は
北
方
シ
ャ
ン
プ
レ
イ
ン

湖
畔
の
要
塞
を
奪
取
し
よ
う
と
考
え
、
奇
襲
に
よ
っ
て
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
が
砦

を
奪
取
に
成
功
。
勢
い
に
乗
じ
て
北
方
の
ク
ラ
ウ
ン
ポ
イ
ン
ト
砦
も
奪
取
し
た
。（
５
月

１
０
日
）

　

こ
の
日
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
は
第
２
回
大
陸
会
議
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
こ
の

勝
報
が
伝
わ
る
と
、
ワ
シ
ン
ト
ン
を
総
督
に
任
命
す
る
。

　

一
方
英
将
ゲ
ー
ジ
は
、
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
戦
い
の
後
、
本
国
か
ら
の
ハ
ウ
の
来
援

を
待
っ
て
い
た
が
、
５
月
下
旬
ハ
ウ
は
ボ
ス
ト
ン
に
到
着
、
兵
力
約
１
万
と
な
る
。

ゲ
ー
ジ
は
さ
っ
そ
く
行
動
に
出
、
バ
ン
カ
ー
・
ヒ
ル
の
要
地
を
占
領
す
る
こ
と
を

企
て
た
。

　

激
戦
と
な
っ
た
が
（
６
月
１
６
日
）
米
軍
は
二
度
ま
で
英
軍
を
撃
退
。
三
度
目

に
は
支
え
切
れ
ず
、
血
路
を
開
い
て
退
却
し
た
。
敗
戦
で
は
あ
っ
た
が
、
英
軍
の
正
規

兵
と
も
戦
え
る
こ
と
を
知
っ
て
、
米
軍
は
自
信
を
つ
け
た
。

　

バ
ン
カ
ー
・
ヒ
ル
の
戦
い
の
後
、
７
月
３
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
は
１

万
４
千
の
兵
力
で
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
到
り
、
ボ
ス
ト
ン
の
ゲ
ー
ジ
と

対
峙
し
た
。

　

こ
の
時
、
カ
ナ
ダ
に
あ
っ
た
英
軍
が
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
兵
力

に
加
え
て
南
下
す
る
と
の
情
報
が
あ
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
は
直

ち
に
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
軍
を
派
遣
。
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
軍
は
１
０
月
、

セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
両
地
を
占
領
。

　

ア
ー
ノ
ル
ド
大
佐
の
義
勇
軍
も
北
上
し
て
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー

軍
に
合
流
し
、
１
１
月
、
ケ
ベ
ッ
ク
を
攻
撃
し
た
。

　

し
か
し
攻
撃
は
失
敗
し
て
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
も
戦
死
し
、
以
後
こ

の
方
面
で
は
米
軍
の
勢
力
は
振
わ
な
か
っ
た
。
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米
独
立
戦
争
時
の
シ
ー
パ
ワ
ー

（２）

　　　　１７７６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７７６

　 　

バ
ン
カ
ー
・
ヒ
ル
の
戦
い
の
後
、
ゲ
ー
ジ
は
帰
国
し
て
、
ハ
ウ
が
英
側
の
指
揮
官

と
な
っ
て
い
た
。
一
方
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
あ
っ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
は
半
年
余
り
の
間
訓

練
に
専
念
し
て
い
た
が
、
次
第
に
内
部
で
こ
れ
に
対
す
る
不
満
が
起
こ
っ
て
き

た
た
め
、
準
備
も
整
っ
た
と
み
た
ワ
シ
ン
ト
ン
は
１
７
７
６
年
３
月
、
ボ
ス
ト
ン
総
攻
撃

に
着
手
す
る
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
は
ボ
ス
ト
ン
東
方
の
高
地
に
注
目
し
、
奇
襲
に
よ
っ
て
こ
れ

を
占
領
し
、
砲
台
を
築
く
。（
３
月
１
６
日
）

　

英
軍
は
こ
の
制
高
点
奪
回
の
た
め
、
戦
列
艦
２
〜
３
隻
で
奇
襲
を
企

て
る
が
、
悪
天
候
の
た
め
果
た
さ
ず
。

　

制
高
点
を
確
保
し
た
米
軍
は
、
こ
こ
か
ら
ボ
ス
ト
ン
の
陣
地
お
よ
び
港
内
の
艦

を
砲
撃
し
た
た
め
、
ハ
ウ
は
形
勢
不
利
と
み
て
や
む
な
く
ボ
ス
ト
ン
を
放

棄
、
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
の
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
退
却
し
た
。

　

ボ
ス
ト
ン
を
占
領
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
英
軍
は
次
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
作

戦
区
域
に
選
ぶ
に
違
い
な
い
と
判
断
、
先
手
を
打
つ
べ
く
ボ
ス
ト
ン
に
は

一
隊
を
防
御
に
残
し
、
自
身
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
急
行
し
て
４
月
１
４
日
に

到
着
、
直
ち
に
市
内
の
防
御
を
固
め
る
。

　

こ
の
時
期
の
英
側
の
基
本
戦
略
は
、

　
　

ハ
ウ
兄
弟
の
軍
が
海
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
襲
い
、

　
　
　

バ
ー
ゴ
イ
ン
軍
が
カ
ナ
ダ
か
ら
シ
ャ
プ
レ
イ
ン
・
ル
ー
ト
を
南
下

　

こ
れ
に
よ
っ
て
ハ
ド
ソ
ン
河
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
至
る
水
路
を
押
さ
え
、
１
３

植
民
地
を
二
つ
に
分
断
、
特
に
革
命
の
中
心
で
あ
る
ボ
ス
ト
ン
周
辺
を
南

部
か
ら
切
り
離
し
て
し
ま
う
。
そ
の
一
方
で
ク
リ
ン
ト
ン
の
軍
は
南

部
の
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
に
上
陸
、
王
党
派
の
勢
力
は
比
較
的
強
い
た
め
、
そ
の

運
動
を
支
援
す
る
。

　

こ
の
方
針
に
し
た
が
い
、
６
月
に
ク
リ
ン
ト
ン
軍
３
千
は
、
バ
ー
カ
ー
提
督
の
指

揮
す
る
１
３
隻
の
艦
と
と
も
に
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
沖
に
到
着
。

　

港
湾
を
封
鎖
し
て
水
陸
協
同
で
の
攻
撃
を
行
っ
た
が
、
上
陸

軍
と
艦
隊
は
地
形
状
有
効
な
協
調
行
動
は
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
や
む

を
得
ず
、
バ
ー
カ
ー
と
ク
リ
ン
ト
ン
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
か
う
。

　

ボ
ス
ト
ン
の
回
復
、
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
の
防
衛
の
成
功
と
戦
果
を
上

げ
て
、
意
気
あ
が
り
、
１
７
７
６
年
７
月
４
日
、
大
陸
会
議
は
独
立
を
宣
言
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
ボ
ス
ト
ン

ド
ル
チ
ェ
ス
タ
ー
高
地

ハウ

ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス

ボ
ス
ト
ン

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ハ
ウ

クリントン

バ
ー
ゴ
イ
ン

ボストン

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
クチャールストン

チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

バ
ー
カ
ー

ク
リ
ン
ト
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争
時
の
シ
ー
パ
ワ
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　　　　１７７６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７７６

　 　

７
月
８
日
、
ハ
ウ
は
、
兄
ハ
ウ
提
督
の
掩
護
の
も
と
（
１
５
０
隻
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
附
近
の
ス
タ
ー
テ

ン
に
上
陸
。

　

そ
の
後
、
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
か
ら
来
た
ク
リ
ン
ト
ン
軍
と
合
同
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

島
に
も
上
陸
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
附
近
に
は
海
上
に
防
材
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
が
、
８
月
２
７
日
、
ハ

ウ
は
防
材
を
破
壊
し
て
艦
を
侵
入
さ
せ
、
そ
の
支
援
の
も
と
に
ク
リ
ン
ト
ン
軍

は
米
側
の
陣
地
を
突
破
。

　

９
月
に
な
る
と
、
ク
リ
ン
ト
ン
軍
は
艦
隊
の
援
護
の
も
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
東

５
キ
ロ
に
上
陸
。（
こ
の
こ
ろ
、
ブ
ッ
シ
ェ
ネ
ル
の
潜
水
艦
が
出
動
）

　

こ
の
状
勢
を
見
た
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
９
月
１
２
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
退
去
。
北

部
の
高
地
に
據
っ
て
、
抵
抗
を
一
ヶ
月
ほ
ど
続
け
た
が
、
状
況
は
ま
す
ま
す
悪
く
、
１
０

月
２
６
日
、
北
部
に
向
け
て
退
却
。

　

一
方
シ
ャ
プ
レ
イ
ン
湖
附
近
に
あ
っ
た
米
軍
は
湖
上
水
軍
を
建
造
し
て
お

り
、
こ
の
年
の
６
月
に
は
す
で
に
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
を
撤
退
し
て
い
た
が
、
イ
ギ
リ

ス
側
も
湖
上
水
軍
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
１
０
月
に
よ
う
や
く
南
進

を
開
始
し
、
１
０
月
１
１
日
か
ら
１
６
日
ま
で
５
日
間
に
わ
た
っ
て
シ
ャ
プ
レ
イ
ン
湖

の
ヴ
ァ
ル
カ
ー
島
附
近
で
湖
上
戦
と
な
っ
た
。

　

結
局
ア
メ
リ
カ
側
の
湖
上
水
軍
は
全
滅
す
る
が
、
貴
重
な
４
ヶ
月
を
稼
ぎ

出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
年
の
（
バ
ー
ゴ
イ
ン
軍
）
英
軍
の
前
進
は
、
一
応
こ
こ
で
停
止
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
を
追
撃
し
て
い
た
ハ
ウ
は
、
冬
期
に
備
え
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
退
き
、
そ
の
帰

途
ハ
ド
ソ
ン
河
の
要
塞
を
陥
と
し
て
こ
の
区
域
の
管
制
を
確
実
な
も
の
に
し
た
。

　

こ
の
不
利
な
形
勢
で
米
軍
に
は
脱
走
者
が
多
く
、
当
初
１
万
６
千
だ
っ
た
の
が
わ
ず
か
３
千
と

な
っ
て
し
ま
い
、
ワ
シ
ン
ト
ン
は
一
旦
南
の
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
に
退
却
し
た
が
、
６
千
の
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス

軍
が
追
撃
し
て
く
る
た
め
、
や
む
な
く
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
ま
で
退
却
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
北
の
ノ
ー
ス
・
カ
ッ
ス
ル
に
残
し
て
お
い
た
リ
ー
に
合
同
を
命
じ
る
が
、
リ

ー
は
英
側
の
捕
虜
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
は
こ
の
形
勢
の
中
で
、
士
気
を
鼓
舞
す
る
た
め
、
一
勝
を
挙
げ
る
必

要
を
感
じ
た
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
対
岸
で
は
、
追
撃
し
て
き
た
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
軍
が

船
の
不
足
で
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
の
渡
河
が
で
き
ず
に
対
峙
し
て
い
た
。

　

１
２
月
２
５
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
は
奇
襲
を
決
意
。
ト
レ
ン
ト
ン
に
あ
っ

た
千
五
百
人
の
英
軍
支
隊
は
完
全
に
眠
り
こ
け
て
お
り
、
流
氷
の
危
険
を
冒
し
て

デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
を
渡
っ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
は
三
方
か
ら
奇
襲
。

　

英
軍
は
大
混
乱
に
陥
り
、
千
名
以
上
の
損
害
を
出
し
た
が
、
米
軍
の
損
害
は
わ

ず
か
四
名
だ
っ
た
。

　

夜
明
け
と
と
も
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
は
再
び
河
を
渡
っ
て
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
退
却
す
る
。

こ
の
戦
勝
に
よ
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
発
言
力
は
強
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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米
独
立
戦
争
時
の
シ
ー
パ
ワ
ー
（４）

　　　　１７７７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７７７

　
　

明
け
て
１
７
７
７
年
、
ワ
シ
ン
ト
ン
は
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
に
も
一
撃
を
加
え
よ
う
と
し
、
ト
レ
ン

ト
ン
の
戦
い
の
後
、
兵
士
に
数
日
の
休
息
を
与
え
た
後
、
再
び
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
を

渡
っ
て
ト
レ
ン
ト
ン
に
到
る
。

　

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
は
早
速
兵
を
率
い
て
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
に
向
か
う
が
、
接
触
は
日
没

近
か
っ
た
た
め
、
小
競
り
合
い
の
後
、
一
旦
兵
を
引
い
た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
は
翌
日
の
決
戦
を
避
け
る
た
め
、
陣
中
に
多
く
の
か
が
り
火
を
た
い
て

密
か
に
兵
を
率
い
て
陣
を
出
、
間
道
を
通
っ
て
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
主
力

軍
を
奇
襲
し
よ
う
と
し
た
。

　

こ
の
途
中
で
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
を
支
援
す
る
英
支
隊
に
遭
遇
、
ワ
シ
ン
ト
ン
軍

は
交
戦
し
て
二
百
を
捕
虜
と
す
る
。（
１
月
１
３
日
）

　

ワ
シ
ン
ト
ン
軍
に
は
補
給
が
悪
化
し
、
行
軍
が
思
う
に
ま
か
せ
な
く
な
っ
た
た
め
、
コ
ー

ン
ウ
ォ
リ
ス
と
の
決
戦
を
断
念
、
北
方
の
モ
ー
リ
ス
タ
ウ
ン
で
冬
営
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
は
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
の
追
撃
を
予
想
し
、
ま
た
こ
の
時
、
英
側
の
ス
パ

イ
が
米
軍
陣
中
に
混
入
と
の
情
報
を
聞
き
、
こ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
自
軍
に
関

す
る
虚
報
を
流
し
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
を
自
重
さ
せ
た
。

　

６
月
、
北
部
の
バ
ー
ゴ
イ
ン
軍
が
活
動
を
再
開
、
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
が
砦
を
占
領

（
７
月
６
日
）
さ
ら
に
７
月
３
１
日
、
フ
ォ
ー
ト
・
エ
ド
ワ
ー
ド
を
占
領
。

　

ま
た
、
オ
ン
タ
リ
オ
湖
か
ら
出
発
し
た
セ
ン
ト
・
レ
ジ
ャ
ー
大
佐
の
軍
は
８
月
６
日
、
オ

リ
ス
カ
ニ
ー
に
到
着
。

　

こ
の
間
、
ワ
シ
ン
ト
ン
は
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
の
先
で
執
拗
な
抵
抗
を
続
け
、
業

を
煮
や
し
た
ハ
ウ
は
７
月
、
ワ
シ
ン
ト
ン
を
た
た
く
た
め
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら

軍
を
乗
船
さ
せ
る
。

　

ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
か
ら
バ
ー
ゴ
イ
ン
軍
の
補
給
は
悪
化
を
始
め
、
８
月

６
日
、
ベ
ニ
ン
ト
ン
に
一
隊
を
さ
し
向
け
て
食
料
調
達
を
は
か
る
が
、
民
兵
に
撃

退
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
セ
ン
ト
・
レ
ジ
ャ
ー
部
隊
は
、
ア
ー
ノ
ル
ド
の
奇
計
に
引
っ
か
か
っ
て
、
８
月
２
２
日
、

反
転
退
却
し
て
し
ま
っ
た
。

　

前
進
不
能
と
な
っ
た
バ
ー
ゴ
イ
ン
は
ハ
ウ
に
救
援
を
求
め
る
が
、
こ
の
時
す
で
に

ハ
ウ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
ら
ず
、
救
援
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
や
む
な
く
バ
ー
ゴ

イ
ン
は
９
月
１
４
日
、
米
軍
に
戦
い
を
挑
み
、
一
度
は
米
軍
を
撃
退
し
た
（
第
一
回
サ
ラ

ト
ガ
戦
）

　

９
月
２
６
日
、
ハ
ウ
は
大
陸
会
議
の
中
心
地
で
あ
る
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
上
陸
、
米

側
に
心
理
的
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
よ
う
と
し
た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
は
ボ
ス
ト
ン
を
衝
か
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
が
、
ハ
ウ
の
目
標
が
ボ
ス

ト
ン
で
は
な
い
こ
と
を
知
り
、
プ
ッ
ト
ナ
ム
の
軍
を
北
方
戦
場
の
ベ
ニ
ン
ト
ン
に
派
遣
。

　

防
備
に
は
、
一
軍
に
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
を
守
り
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
軍
を
防
ぎ
、

自
身
は
４
千
で
ブ
ラ
ン
デ
ー
ワ
イ
ン
河
の
線
を
守
り
、
ハ
ウ
の
軍
を
防
ぐ
配

備
を
と
っ
た
。

　

し
か
し
兵
力
の
不
利
は
ど
う
に
も
な
ら
ず
、
敗
退
を
続
け
て
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
を
占
領
さ
れ
る
。
大
陸
会
議
は
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
に
移
動
。

トレントン

プリンストン

モーリスタウン

デ
ラ
ウ
ェ
ア
河

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

オ
リ
ス
カ
ニ
ー

オ
ン
タ
リ
オ
湖

フィラデルフィア

タイコンデロガ

フォート・エドワード

ワシントン

バ
ー
ゴ
イ
ン

セ
ン
ト・レ
ジ
ャ
ー

コーンウォリス

ハウ

フィラデルフィア

ボ
ス
ト
ンベ

ニ
ン
ト
ン

ニュー
ヨー
ク

セント・レジャー

ハウ
ワシントン

コ
ーン
ウォ
リ
ス

バ
ー
ゴ
イ
ン

バ
ー
ゴ
イ
ン

ハ
ウ

ベニントン ボストン

フィラデルフィア
コーンウォリス

プット
ナ
ム

ニュー
ヨーク
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米
独
立
戦
争
時
の
シ
ー
パ
ワ
ー
（5）

　　　　１７７８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７７８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７７７

　 　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
守
護
の
ク
リ
ン
ト
ン
は
、
米
軍
の
牽
制
に
あ
っ
て
す
で
に
苦
境
に
あ

っ
た
が
、
１
０
月
３
日
、
北
部
に
分
遺
体
を
派
遣
し
た
が
、
前
進
は
困
難
だ
っ
た
。

　

こ
の
間
後
退
し
つ
つ
ハ
ウ
軍
を
防
ぐ
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
１
０
月
４
日
、
小
規
模

な
奇
襲
を
行
っ
て
一
勝
を
上
げ
た
が
、
劣
勢
を
ば
ん
回
す
る
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。

　

バ
ー
ゴ
イ
ン
軍
は
、
も
は
や
サ
ラ
ト
ガ
で
動
き
が
つ
か
ず
、
定
員
は
５
０
０
０
を
割
っ
て
い

た
。
こ
れ
を
包
囲
す
る
米
軍
は
９
０
０
０
に
達
し
、
ゲ
ー
ツ
・
ブ
ッ
ト
ナ
ム
の
指
揮
で
１
０
月
１
７

日
、
第
２
回
サ
ラ
ト
ガ
の
決
戦
と
な
る
。

　

こ
の
戦
い
で
バ
ー
ゴ
イ
ン
軍
は
全
員
降
伏
し
、
結
局
北
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
英
軍

の
４
分
の
一
が
壊
滅
し
た
こ
と
に
な
る
。
早
速
勝
報
を
乗
せ
た
船
が
ボ
ス
ト
ン

を
出
帆
す
る
。

　

ハ
ウ
軍
に
抵
抗
し
て
い
た
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
は
、
退
却
を
続
け
、
１
１
月
、
ヴ
ァ
レ
ー
・
フ

ォ
ー
ジ
ま
で
退
い
て
冬
営
に
入
る
。

　

サ
ラ
ト
ガ
の
勝
報
を
乗
せ
た
船
は
１
２
月
２
日
、
フ
ラ
ン
ス
に
到
着
し
、
１
２
月
中

旬
、
フ
ラ
ン
ス
国
王
は
独
立
承
認
の
意
志
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
間
に
は
ベ
ン
ジ
ャ
ミ

ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
努
力
が
あ
っ
た
。

　

翌
１
７
７
８
年
２
月
６
日
、
米
仏
間
で
正
式
に
同
盟
が
成
立
す
る
。
３
月
１
３
日
、
フ
ラ
ン
ス

は
イ
ギ
リ
ス
に
こ
れ
を
通
告
、
４
月
、
両
国
は
国
交
断
絶
し
、
交
戦
状
態
に
入

る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
れ
を
聞
き
、
意
気
は
大
い
に
上
が
っ
た
。（
な
お
、
こ
の
こ
ろ
ア
メ
リ

カ
の
英
軍
で
は
ハ
ウ
が
帰
国
し
て
ク
リ
ン
ト
ン
が
交
代
）

　

４
月
１
５
日
、
デ
ス
タ
ン
は
１
２
隻
の
戦
列
艦
と
５
隻
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
を
率
い

て
ツ
ー
ロ
ン
を
出
港
。

　

し
か
し
デ
ス
タ
ン
は
多
く
の
時
間
を
訓
練
に
費
し
、
進
出
は
非
常
に
遅
く
、

目
的
地
デ
ラ
ウ
ェ
ア
岬
へ
の
到
着
は
２
月
半
か
ら
３
月
後
の
７
月
８
日
で
あ

っ
た
。

　

一
方
こ
の
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
に
あ
っ
た
英
軍
は
、
主
力
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
り
、
一
部

が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
海
上
か
ら
の
攻
撃
に
対
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
防
備
は
固
か
っ
た
が
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
ぜ
い
弱
で
あ
っ
た
。

　

ハ
ウ
提
督
は
、
デ
ス
タ
ン
艦
隊
の
接
近
を
知
る
と
、
直
ち
に
艦
隊
と
輸
送
船

を
デ
ラ
ウ
ェ
ア
湾
に
集
結
さ
せ
て
、
軍
需
品
を
積
み
こ
ん
だ
。
そ
し
て
陸
軍
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
向
け
て
出
発
す
る
と
同
時
に
、
ハ
ウ
は
６
月
１
８
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
向

け
て
出
航
。

　

陸
軍
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
部
隊
に
追
撃
さ
れ
な
が
ら
も
（
モ
ン
マ
ス
の
戦
い
）、
７
月
５
日
ま
で
に
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
。（
追
っ
て
き
た
ワ
シ
ン
ト
ン
部
隊
は
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ブ
レ
ー
ン
ス
の
布
陣
）

　

デ
ス
タ
ン
艦
隊
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
湾
頭
へ
の
到
着
は
、
３
日
後
の
７
月
８
日
で
あ

り
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
撤
退
が
完
全
に
終
了
し
た
後
だ
っ
た
。

　

本
国
周
辺
で
は
７
月
２
８
日
、
ウ
ェ
サ
ン
島
沖
で
英
仏
両
艦
隊
の
最
初

の
海
戦
が
起
こ
っ
た
。

コーンウォリス

クリン
トン
分遣
隊

ワシントンハウ

バ
ー
ゴ
イ
ン

サ
ラ
ト
ガ

プ
ッ
ト
ナ
ム

ゲ
ー
ツ

ヴ
ァ
レ
ー・フ
ォ
ー
ジ

ハウ

コーンウォリス

クリン
トン

ワシントン

ツーロン

デスタン

ニューヨーク

フィラデルフィア

ハ
ウ

ワシントン

デ
ス
タン

第
１
回
ウ
ェ
サ
ン
沖
海
戦
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 デスタ
ンハウ

クリン
トン

ホワイト・プ
レーンス

ニューヨー
ク

フィラデ
ルフィア

６隻全滅ワシントン

ロ
ー
ド・ア
イ
ラ
ン
ド

ハウ

デスタン

ニュ
ーヨ
ーク

ナラガンセット湾

ボ
ス
ト
ンバイロン

ニューヨーク

ボ
ス
ト
ン
デスタン

バイロン

クリント
ンワシン

トン

セ
ン
ト・ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

バ
ル
バ
ド
ス

アンティグア

グアドループ

ドミニカ
マルティニック

セント・ルシア

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト

バイロン

ホサム
デスタン

米
独
立
戦
争
時
の
シ
ー
パ
ワ
ー

（６）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７７８

　　 　

ウ
ェ
サ
ン
沖
海
戦
と
同
じ
７
月
２
８
日
、
ハ
ウ
は
デ
ス
タ
ン
艦
隊
が
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン

ド
に
向
か
っ
て
い
る
と
の
報
に
接
し
、
出
撃
準
備
に
と
り
か
か
る
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
と
打
ち
合
わ
せ
た
上
で
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
に
向
か
っ
た
デ
ス
タ
ン
は
７
月
２
９
日

到
着
。
湾
内
に
い
た
６
隻
の
英
艦
隊
は
、
撃
沈
、
あ
る
い
は
自
沈
に
よ
っ
て

全
滅
。

　

デ
ス
タ
ン
は
さ
ら
に
ワ
シ
ン
ト
ン
と
協
同
で
、
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
に
立
て
こ
も
っ
て
い
る

６
千
の
イ
ギ
リ
ス
軍
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
。

　

し
か
し
出
撃
し
て
き
た
ハ
ウ
艦
隊
が
到
着
し
、
デ
ス
タ
ン
は
直
ち
に
抜
錨

し
、
ナ
ラ
ガ
ン
セ
ッ
ト
湾
か
ら
出
る
。
ハ
ウ
の
兵
力
は
デ
ス
タ
ン
の
三
分
の
二
程
度
で
あ
っ

た
が
、
両
艦
隊
は
位
置
を
争
っ
て
艦
隊
運
動
を
続
け
た
が
８
月
１
２
日
、
暴

風
に
よ
っ
て
両
艦
隊
は
吹
き
散
ら
さ
れ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
艦
隊
は
一
時
は
ナ
ラ
ガ
ン
セ
ッ
ト
湾
に
戻
っ
た
が
、
損
害
の
こ
と
を

考
え
、
ま
た
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
増
援
兵
が
到
着
す
る
と
の
情

報
を
得
た
た
め
、
８
月
２
１
日
、
ボ
ス
ト
ン
へ
向
け
て
出
航
。

　

ハ
ウ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
帰
投
す
る
。
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド

は
イ
ギ
リ
ス
側
の
手
に
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
は
そ
の
後
１
年

間
保
持
す
る
。

　

ハ
ウ
は
艦
隊
の
修
理
を
行
な
い
、
ボ
ス
ト
ン
に
い
る
デ
ス
タ
ン
に
戦
い
を
挑
む
。
フ
ラ
ン

ス
側
の
兵
力
の
ほ
う
が
上
だ
っ
た
が
、
戦
い
を
避
け
て
湾
内
か
ら
出
ず
、
戦
い
に
は
な
ら

な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
か
ら
バ
イ
ロ
ン
提
督
指
揮
の
増
援
艦
隊
が
到
着
、

ハ
ウ
は
帰
国
す
る
。

　

バ
イ
ロ
ン
は
、
ボ
ス
ト
ン
沖
で
デ
ス
タ
ン
艦
隊
の
監
視
を
続
け
る
。

　

一
方
西
イ
ン
ド
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
総
督
が
９
月
２
日
、
ド
ミ
ニ
カ
島
を
奪

取
。

　

元
来
、
西
イ
ン
ド
海
域
は
８
月
か
ら
１
０
月
ま
で
の
時
期
は
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
多

い
が
、
そ
れ
を
過
ぎ
れ
ば
冬
期
で
も
風
は
暖
か
く
波
は
静
か
で
あ
っ
た
。
一
方
北
米

東
岸
は
冬
に
は
波
が
荒
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
双
方
と
も
こ
の
時
期
に
は
作

戦
海
域
を
西
イ
ン
ド
に
移
す
。

　

デ
ス
タ
ン
は
艦
艇
の
修
理
を
完
了
し
、
１
１
月
４
日
、
全
部
隊
を
率
い
て

マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
に
向
け
出
港
（
１
２
隻
）

　

同
じ
日
に
ホ
サ
ム
代
将
の
指
揮
す
る
５
隻
の
戦
列
艦
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
軍
か
ら
引

き
抜
か
れ
た
５
０
０
０
の
陸
兵
を
搭
載
す
る
輸
送
船
団
と
と
も
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
バ
ル
バ
ド
ス
島

へ
向
か
う
。

　

ま
た
、
デ
ス
タ
ン
艦
隊
に
逃
げ
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
バ
イ
ロ
ン
提
督
の
艦
隊

も
、
西
イ
ン
ド
諸
島
へ
向
か
う
。

　
（
こ
の
間
、
米
本
土
で
は
ア
ー
ノ
ル
ド
の
裏
切
り
、
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
事
件
起
こ
る
。）
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ウ
ェ
サ
ン
沖
海
戦
（
第
１
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１７７８
年
７
月
２８
日

　　　　　　　　　　　　　

　

１
７
７
８
年
７
月
２
８
日
、
英
海
峡
艦
隊
司
令
長
官
ケ
ッ
ペ
ル
は
３
０
隻
を
率
い
て

ウ
ェ
サ
ン
島
沖
で
、
ド
ル
ヴ
ィ
リ
ュ
ー
の
指
揮
す
る
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
に
遭
遇

し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
艦
隊
も
３
０
隻
で
、
両
艦
隊
と
も
同
数
だ
っ
た
。
ケ
ッ
ペ
ル
は
決
戦
を

企
図
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
第
三
戦
隊
（
パ
リ
サ
ー
戦
隊
）
が
集
結
せ
ず
、
積

極
的
な
攻
撃
に
は
出
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

一
方
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
の
ド
ル
ヴ
ィ
リ
ュ
ー
は
、
完
全
な
体
勢
の
も
と
で
し
か
戦

う
つ
も
り
は
な
か
っ
た
た
め
、
こ
ち
ら
も
積
極
的
な
行
動
に
は
出
ず
、
結
局

決
戦
は
成
立
せ
ず
、
両
艦
隊
と
も
ほ
と
ん
ど
損
害
を
出
さ
ず
に
物
分

か
れ
に
終
わ
っ
て
、
両
艦
隊
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
港
に
帰
投
し
た
。

　

海
戦
の
結
果
を
め
ぐ
っ
て
英
国
内
で
は
激
論
と
な
り
、
ケ
ッ
ペ
ル
と
パ
リ
サ
ー

の
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
に
つ
い
て
政
党
間
の
論
争
に
ま
で
発
展
し
た
。

　

一
方
フ
ラ
ン
ス
海
軍
は
こ
の
戦
い
で
自
信
を
深
め
、
米
独
立
戦
争
へ
の

介
入
に
関
し
て
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

ケ
ッ
ペ
ル ド

ル
ヴ
ィ
リ
ュ
ー

ウ
ェ
サ
ン
島

ド
ル
ヴ
ィ
リ
ュ
ー

パリ
サー

ケッ
ペル

ハ
ー
ラン
ド
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セ
ン
ト
・
ル
シ
ア
沖
海
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１７７８
年
１２
月
１５
日

　　　　

　

デ
ス
タ
ン
は
、
暴
風
に
よ
る
損
害
の
た
め
、
ボ
ス
ト
ン
に
お
り
、
英
側
の
バ
イ
ロ
ン
が

こ
れ
を
封
鎖
し
て
い
た
。

  

修
理
を
終
え
た
デ
ス
タ
ン
は
、
全
部
隊
を
率
い
て
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
に
向
け
て
出

航
す
る
。（
１
１
月
４
日
）

　

デ
ス
タ
ン
に
逃
げ
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
バ
イ
ロ
ン
は
、
バ
ル
バ
ト
ス
で
主
隊
に
合

同
し
よ
う
と
し
た
が
、
同
じ
１
１
月
４
日
、
イ
ギ
リ
ス
の
ホ
サ
ム
代
将
は
、
セ
ン
ト
・
ル
シ
ア
攻

略
の
た
め
５
千
の
陸
兵
を
載
せ
た
５
９
隻
の
輸
送
船
を
、
５
隻
の
戦
列
鑑
で
護
衛

し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出
航
。

　

途
中
暴
風
に
会
い
、
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
は
大
き
な
損
傷
を
受
け
、
損
害
を
受
け
な

か
っ
た
１
２
隻
は
１
１
月
９
日
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
に
到
着
し
た
。

　

ホ
サ
ム
の
輸
送
船
団
は
、
１
１
月
１
０
日
に
バ
ル
バ
ト
ス
に
到
着
。

バ
ル
バ
ト
ス
の
指
揮
官
バ
ー
リ
ン
ト
ン
提
督
は
、
軍
隊
を
船
内
に
と
ど
め
た

ま
ま
で
、
１
１
月
１
２
日
朝
、
セ
ン
ト
・
ル
シ
ア
に
向
け
て
出
航
し
、
１
３
日
午
後
、

同
地
に
投
錨
。

　

バ
ー
リ
ン
ト
ン
は
そ
の
日
の
う
ち
に
軍
隊
の
半
分
を
揚
陸
。
翌
日
残
り

の
半
分
を
揚
陸
し
た
後
、
バ
ー
リ
ン
ト
ン
は
も
っ
と
良
い
港
に
移
動
し
た
が
、

そ
の
時
デ
ス
タ
ン
艦
隊
（
彼
は
１
１
月
９
日
に
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
に
到
着
し
て
い
た
）

が
出
現
し
た
。

　

バ
ー
リ
ン
ト
ン
は
輸
送
船
団
を
そ
こ
へ
移
動
さ
せ
る
つ
も
り
だ
っ
た

が
、
デ
ス
タ
ン
の
出
現
で
そ
れ
を
中
止
し
た
。（
デ
ス
タ
ン
は
英
艦
隊
の
倍
以
上
で
あ
っ
た
）

　

デ
ス
タ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
の
隊
列
に
沿
っ
て
北
か
ら
南
へ
二
回
航
過
し
、

遠
距
離
射
撃
を
行
っ
た
が
、
投
錨
は
し
な
か
っ
た
。

　

デ
ス
タ
ン
は
、
英
艦
隊
攻
撃
を
断
念
し
た
だ
め
、
こ
の
海
戦
は
非
決
定

的
な
ま
ま
物
分
か
れ
と
な
っ
た
。
デ
ス
タ
ン
は
別
の
湾
に
向
か
い
、
陸
軍
を
上

陸
さ
せ
て
イ
ギ
リ
ス
側
の
陣
地
を
強
襲
さ
せ
た
が
、
こ
れ
も
失
敗
し
た
。

　
（
こ
の
時
デ
ス
タ
ン
は
、
バ
イ
ロ
ン
が
来
る
と
の
情
報
を
受
け
る
）

　

デ
ス
タ
ン
は
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
に
後
退
し
、
そ
の
た
め
、
セ
ン
ト
・
ル
シ
ア
島

内
陸
部
に
駆
逐
さ
れ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
軍
守
備
隊
は
降
伏
し
た
。

　

セ
ン
ト
・
ル
シ
ア
島
北
端
の
グ
ロ
イ
ロ
は
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
監
視
に
最
適
で

あ
っ
た
。

　

そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
軍
は
、
こ
の
有
利
な
立
場
を
生
か
し
、
ド
ミ
ニ
カ
島
（
９

月
２
日
に
フ
ラ
ン
ス
に
奪
取
さ
れ
て
い
た
）
を
奪
回
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

ホサム

バイロン

デ
ス
タ
ン

バ
ル
バ
ド
ス

１００
　km

ド
ミ
ニ
カ マ

ル
ティ
ニ
ッ
ク
セ
ン
ト・ル
シ
ア バ

ル
バ
ト
ス

セ
ン
ト・ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト

ホ
サ
ム

デ
ス
タ
ン

バーリントン

セ
ン
ト・ル
シ
ア
島

グ
ロ
イ
ロ

バ
ル
バ
ト
ス

マ
ル
ティ
ニ
ッ
ク

セ
ン
ト・ル
シ
ア

グロイロ

ド
ミ
ニ
カ
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グ
レ
ナ
ダ
の
海
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１７７９
年
７
月
６
日　

　　　　　

　

１
７
７
９
年
、
バ
イ
ロ
ン
は
商
戦
護
衛
の
た
め
大
西
洋
に
出
る
。
そ
れ
を

聞
い
た
デ
ス
タ
ン
は
、
小
さ
な
遠
征
部
隊
を
セ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
に
派
遣
、

６
月
１
６
日
、
難
な
く
こ
れ
を
占
領
。

　

６
月
３
０
日
、
続
い
て
デ
ス
タ
ン
は
バ
ル
バ
ド
ス
攻
略
を
企
て
る
が
、
風

向
き
が
悪
く
、
目
標
を
変
更
、
グ
レ
ナ
ダ
を
攻
略
す
る
。

　

７
月
２
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
沖
に
投
錨
、
７
月
７
日
、
守
護
隊
は
降

伏
し
、
デ
ス
タ
ン
は
グ
レ
ナ
ダ
を
占
領
。

　

一
方
７
月
１
日
に
護
衛
任
務
を
終
え
た
バ
イ
ロ
ン
は
、
こ
れ
を
聞
い
て

直
ち
に
セ
ン
ト
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
を
出
航
、
グ
レ
ナ
ダ
に
向
か
う
。

　

連
列
艦
２
１
隻
と
輸
送
船
団
を
率
い
た
バ
イ
ロ
ン
は
、
グ
レ
ナ
ダ
前
面
に
フ

ラ
ン
ス
艦
隊
あ
り
と
の
確
報
を
得
て
、
７
月
６
日
払
暁
グ
レ
イ
ダ
島
の
北
西

端
を
通
過
。

　

デ
ス
タ
ン
は
、
そ
の
前
日
、
バ
イ
ロ
ン
艦
隊
の
接
近
を
知
っ
た
が
、
風
下
に
流
さ

れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
そ
の
ま
ま
停
泊
し
て
い
た
。
両
艦
隊
は
互
い
に
視
認
し
、

戦
闘
に
入
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
艦
隊
は
２
８
隻
で
、
イ
ギ
リ
ス
側
よ
り
優
勢
だ
っ
た
が
、
か
た

ま
っ
て
い
た
た
め
バ
イ
ロ
ン
は
そ
の
数
が
わ
か
ら
ず
、
バ
イ
ロ
ン
は
劣
勢
に

も
関
わ
ら
ず
、
総
進
撃
を
命
令
。

　

こ
れ
に
対
し
、
デ
ス
タ
ン
は
風
向
き
の
不
利
の
た
め
、
積
極
的
な
攻
撃

に
出
ず
、
数
の
優
位
を
た
の
ん
で
守
勢
を
と
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
バ
イ
ロ
ン
艦
隊
の
う
ち
最
初
に
戦
闘
に
入
っ
た
何
隻
か

は
大
き
な
損
害
を
受
け
、
行
動
に
支
障
を
き
た
し
て
い
た
。

　

デ
ス
タ
ン
は
、
こ
の
バ
イ
ロ
ン
船
隊
の
不
利
な
態
勢
に
乗
ず
る
こ

と
が
で
き
た
は
ず
だ
が
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
。

　
（
こ
の
と
き
デ
ス
タ
ン
が
と
り
え
た
方
法
は
、
以
下
の
三
つ
で
あ
る
。）

　

結
局
戦
闘
は
非
決
定
的
な
ま
ま
終
わ
り
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
セ
ン
ト
・
ク

リ
ス
ト
フ
ァ
ー
に
、
フ
ラ
ン
ス
側
は
グ
レ
ナ
ダ
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
タ
ウ
ン
に
、
そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
た
。

マルティニック

バ
イ
ロ
ン

デ
ス
タ
ン バ

ル
バ
ド
スグレナダ

マルティニック

セント・ルシア

セント・ヴィンセント

グレナダ

バ
ル
バ
ド
ス

バ
イ
ロ
ン

グ
レ
ナ
ダセ

ン
ト・ジ
ョ
ー
ジ

輸
送
船
団

バ
イ
ロ
ン

損
傷
艦

デ
ス
タ
ン

①

②

③

輸送船
バ
イ
ロ
ン

デスタ
ン

フリ
ゲー
ト

損
傷
艦

輸
送
船

デ
ス
タ
ン

輸
送
船

バ
イ
ロ
ン

デ
ス
タ
ン
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セ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
岬
の
月
光
海
戦

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１７８０
年
１
月
１６
日

　　　　　

　

１
７
８
０
年
、
１
月
、
ロ
ド
ネ
ー
艦
隊
は
西
イ
ン
ド
へ
向
け
て
出
航
す
る
。
そ
の
さ
い
、
東
イ

ン
ド
向
け
の
商
船
隊
を
ス
ペ
イ
ン
沖
ま
で
護
衛
す
る
こ
と
と
、

　
　
　
　
　
　
　

ミ
ノ
ル
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル

の
籠
城
軍
に
補
給
を
行
な
う
任
務
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。

　

ロ
ド
ネ
ー
艦
隊
は
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
沖
で
ス
ペ
イ
ン
艦
隊
を
視
認
。
日
没
間

近
で
あ
っ
た
た
め
、
ロ
ド
ネ
ー
艦
隊
と
し
て
は
、
最
低
速
艦
の
速
度
で
戦
列

を
保
っ
て
接
近
し
た
場
合
、
接
触
は
日
没
後
に
な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
た
め
ロ
ド
ネ
ー
は
、
戦
闘
規
則
に
反
し
て
全
軍
突
撃
を
命
令
。
ロ
ド

ネ
ー
艦
隊
の
う
ち
の
四
艦
は
、
船
底
銅
版
被
覆
の
た
め
に
速
力
が
出
た
た
め
、

艦
隊
か
ら
飛
び
出
し
て
ス
ペ
イ
ン
艦
隊
に
突
入
。

　

風
下
側
に
海
岸
を
ひ
か
え
、
激
し
い
風
浪
の
中
で
ラ
ン
ガ
ラ
提
督
の
ス
ペ
イ
ン
艦

隊
は
戦
闘
に
引
き
こ
ま
れ
、
や
が
て
ロ
ド
ネ
ー
本
隊
と
の
間
で
夜
戦
と
な
っ
た
。

　

こ
の
戦
闘
で
ス
ペ
イ
ン
艦
隊
は
全
滅
し
た
た
め
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
と
ミ
ノ
ル

カ
の
補
給
は
回
復
さ
れ
た
。
ロ
ド
ネ
ー
は
そ
の
ま
ま
西
イ
ン
ド
諸
島
に
向

か
っ
た
。

ロ
ド
ネ
ー

セン
ト・ヴィン

セン
ト

東イ
ンド
商船

ロド
ネー

ジブ
ラル
ダル

ミノルカ

ロ
ド
ネ
ー
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マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
海
戦

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１７８０
年
１
月
１７
日

　　　　　

　

１
７
８
０
年
３
月
２
２
日
、
新
任
の
フ
ラ
ン
ス
西
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
長
官
ド
・
ギ
シ
ェ
ン
が
マ
ル

テ
ィ
ニ
ッ
ク
島
に
到
着
。
直
ち
に
２
２
隻
を
率
い
て
セ
ン
ト
・
ル
シ
ア
攻
略
に
向
か

う
。

　

し
か
し
セ
ン
ト
・
ル
シ
ア
の
英
守
備
隊
の
守
り
は
固
く
、
ド
・
ギ
シ
ェ
ン
は
マ

ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
に
帰
航
す
る
。（
セ
ン
ト
・
ル
シ
ア
に
は
ハ
イ
ト
・
パ
ー
カ
ー
の
１
６
隻
が
い
た
。）

　

一
方
セ
ン
ト
・
ル
シ
ア
に
は
３
月
２
７
日
、
新
任
の
イ
ギ
リ
ス
西
イ
ン
ド

艦
隊
司
令
長
官
ロ
ド
ネ
ー
が
到
着
。

　

ロ
ド
ネ
ー
は
ハ
イ
ト
・
パ
ー
カ
ー
と
合
流
し
た
。

　

ロ
ド
ネ
ー
到
着
か
ら
３
週
間
後
の
４
月
１
７
日
、
ド
・
ギ
シ
ェ
ン

の
率
い
る
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
は
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
・
ド
ミ
ニ
カ
間
の
海
峡
を
航

行
中
、
南
東
方
に
ロ
ド
ネ
ー
の
艦
隊
を
発
見
。

　

両
者
は
風
上
側
の
位
置
を
争
っ
て
丸
一
日
艦
隊
運
動
を
行
な
い
、

つ
い
に
ロ
ド
ネ
ー
が
風
上
側
に
つ
い
た
。
な
お
、
兵
力
は
ロ
ド
ネ
ー
は
２
１
隻
、

ド
・
ギ
シ
ェ
ン
は
２
３
隻
だ
っ
た
。

　

両
艦
隊
は
最
初
反
航
戦
と
な
り
、
続
い
て
ロ
ド
ネ
ー
は
敵
の
後

尾
を
衝
く
べ
く
、
回
頭
接
近
を
開
始
し
た
が
、
ド
・
ギ
シ
ェ
ン
は
こ

れ
を
避
け
て
反
転
し
た
。

　

ロ
ド
ネ
ー
は
直
ち
に
こ
れ
に
対
し
て
反
応
し
、
敵
と
同
航
と
な
る
よ
う
に

回
頭
し
、
両
軍
の
戦
列
は
鋭
角
的
な
接
近
コ
ー
ス
と
な
っ
た
。

　

ロ
ド
ネ
ー
は
再
び
敵
の
後
尾
を
衝
く
べ
く
、
全
艦
に
突
撃
を
命
じ

る
。
ロ
ド
ネ
ー
は
最
寄
り
の
敵
艦
を
攻
撃
せ
よ
と
の
意
味
で
こ
れ
を

命
じ
た
が
、
各
艦
長
は
こ
れ
を
理
解
せ
ず
、
当
時
の
規
則
に
し
た
が
っ
て

自
分
と
同
じ
艦
番
号
の
艦
を
求
め
て
向
か
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
戦
列
の
前
方
は
分
裂
し
、
後
尾
を
衝
く
ロ
ド
ネ
ー

の
企
図
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
ロ
ド
ネ
ー
は
そ
の
旗
艦
を
も

っ
て
敵
に
猛
撃
を
加
え
て
大
損
害
を
与
え
た
。
全
体
的
に
見
れ
ば
、

イ
ギ
リ
ス
軍
に
不
利
な
結
果
と
な
っ
た
。（
な
お
、
ロ
ド
ネ
ー
の
企
図

は
以
下
の
通
り
）

ロドネー

ド・ギシェン

セント・ヴィンセント
バルバドス

セント・ルシア

マルティニック

ドミニカ
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チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
海
戦
（
第
１
次
）

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１７８１
年
３
月
１６
日

　　　　　

　

１
７
８
１
年
、
ラ
フ
ァ
イ
ェ
ッ
ト
指
揮
下
の
部
隊
が
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
湾
水
域
の
制
海
権
確
保
の
必
要
が
生
じ
、
ラ
フ

ァ
イ
ェ
ッ
ト
部
隊
に
呼
応
し
て
３
月
８
日
、
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
に
あ
っ
た
フ
ラ
ン

ス
艦
隊
８
隻
が
、
デ
・
ト
ー
シ
ェ
の
指
揮
で
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
湾
に
向
か
う
。

　

イ
ギ
リ
ス
艦
隊
は
ロ
ン
グ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
東
端
の
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
湾
に
停
泊

し
て
い
た
が
、
ア
ー
バ
ス
ノ
ッ
ト
提
督
は
哨
戒
中
の
フ
リ
ー
ゲ
ー
ト
艦
か
ら
フ
ラ
ン
ス

艦
隊
の
出
撃
を
聞
き
、
３
６
時
間
後
の
１
０
日
朝
、
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
追
撃
の
た

め
出
撃
。

　

チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
湾
の
岬
の
少
し
外
側
で
両
艦
隊
は
互
い
に
視
認
し
、
交
戦

に
入
る
。

　

両
艦
隊
の
兵
力
は
い
ず
れ
も
８
隻
で
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が
前
方
に
出
て
い

た
が
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
に
は
９
０
門
艦
が
一
隻
含
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス

側
の
一
隻
は
大
型
フ
リ
ー
ゲ
ー
ト
艦
で
し
か
な
か
っ
た
。

　

海
戦
の
結
果
は
非
決
定
的
な
も
の
に
終
わ
り
、
ア
ー
バ
ス
ノ
ッ
ト
は
湾
内

に
入
っ
て
ア
ー
ノ
ル
ド
と
合
同
す
る
。

ニューポート

チ
ェ
サピーク湾

デ・ト
ー
シ
ェ

ア
ー
バ
ス
ノ
ッ
トデ・トーシェ

アーパスノット
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マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
沖
海
戦
（
第
２
回
）

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１７８１
年
４
月
２９
日

　　　　　

　

１
７
８
１
年
３
月
末
、
ド
・
グ
ラ
ス
は
２
６
隻
の
戦
列
艦
と
大
船
団
を
率
い
て

ブ
レ
ス
ト
か
ら
出
撃
。
途
中
、
ア
ゾ
レ
ス
諸
島
沖
で
、
５
隻
が
シ
ュ
フ
ラ
ン
の

指
揮
下
に
東
イ
ン
ド
に
向
け
て
分
離
。

　

ド
・
グ
ラ
ス
は
、
４
月
２
８
日
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
島
の
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で

達
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
フ
ッ
ド
提
督
は
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
島
の
フ
ォ
ー
ト
・
ロ
イ
ヤ
ル
を
封
鎖

し
て
い
た
。

　

こ
の
こ
ろ
フ
ォ
ー
ト
・
ロ
イ
ヤ
ル
に
は
四
隻
の
フ
ラ
ン
ス
戦
列
艦
が
お
り
、
フ

ッ
ド
の
目
的
は
、
こ
の
四
隻
が
ド
・
グ
ラ
ス
艦
隊
と
合
同
す
る
の
を
阻
止
す

る
こ
と
、
お
よ
び
ド
・
グ
ラ
ス
艦
隊
が
フ
ッ
ド
艦
隊
と
グ
ロ
イ
ロ
の
中
間
に

入
る
の
を
阻
止
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
風
が
弱
い
う
え
潮
流
が
速
く
、
流
さ
れ
た
フ
ッ
ド
は
こ
れ
を

達
成
で
き
な
か
っ
た
。

　

ド
・
グ
ラ
ス
は
２
９
日
に
水
道
を
通
過
し
、
フ
ォ
ー
ト
・
ロ
イ
ヤ
ル
に
向
か
う
。
ド
・

グ
ラ
ス
は
船
団
を
島
と
艦
隊
の
間
に
置
き
、
一
方
フ
ォ
ー
ト
・
ロ
イ
ヤ
ル

の
四
艦
は
出
港
し
て
ド
・
グ
ラ
ス
艦
隊
に
合
流
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
側
は
こ
れ
で
２
４
隻
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
１
８
隻
で
、
し
か
も
フ
ラ
ン
ス

側
は
風
上
に
あ
っ
た
。
両
軍
は
砲
火
を
交
え
た
が
、
ド
・
グ
ラ
ス
は
こ
れ
ほ

ど
有
利
な
条
件
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
決
戦
に
出
ず
に
遠
距
離

か
ら
砲
撃
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

翌
３
０
日
、
船
団
を
フ
ォ
ー
ト
・
ロ
イ
ヤ
ル
に
入
れ
た
ド
・
グ
ラ
ス
は
フ
ッ
ド
追
撃

を
企
て
る
が
、
フ
ッ
ド
艦
隊
の
ほ
う
が
速
力
が
出
た
た
め
、
フ
ッ
ド
は
離

脱
に
成
功
。
フ
ッ
ド
は
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
島
付
近
で
ロ
ド
ネ
ー
と
合
流
。

アゾレス
　諸島

ブレスト

シ
ュ
フ
ラ
ン

ド・グラス

バルバドス島

セント・ルシア島

グロイロ

マルティニ
ック島

ド・グラス
フ
ラ
ン
ス
艦
隊

船団
ド・グラス

封鎖
艦

フォート・ロ
イヤル

フ
ッ
ド

フ
ッ
ドフ

ッ
ド

アンティグア

マルティニック
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チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
沖
海
戦
（
第
２
回
）

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１７８１
年
９
月
５
日

　　　　　

　

ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
に
あ
る
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
軍
を
攻
撃
す
る
た
め
、
ワ
シ
ン
ト
ン
と

ロ
シ
ャ
ン
ボ
ー
は
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
湾
附
近
に
移
動
。

　

附
近
の
制
海
権
を
得
る
た
め
、
ワ
シ
ン
ト
ン
は
ド
・
グ
ラ
ー
ス
に
協
力
を
要
請
。

当
時
エ
ス
パ
ニ
ョ
ラ
島
の
フ
ラ
ン
ス
岬
沖
に
投
錨
し
て
い
た
ド
・
グ
ラ
ス
は
、
フ
リ
ゲ
ー

ト
艦
か
ら
こ
の
至
急
報
を
受
け
、
直
ち
に
こ
の
計
画
を
承
認
、
利
用
し
う
る

す
べ
て
の
艦
を
率
い
て
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
に
向
か
っ
た
。

　

一
方
ロ
ド
ネ
ー
は
ド
・
グ
ラ
ス
の
出
撃
を
知
り
、
フ
ッ
ド
に
麾
下
の
１
４
隻
の
戦
列
艦

を
率
い
て
北
ア
メ
リ
カ
に
向
か
わ
せ
る
。

　
（
な
お
、
彼
自
身
は
病
気
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
に
向
け
て
出
港
す
る
）

　

フ
ラ
ン
ス
の
第
二
戦
隊
は
ド
・
バ
ラ
ス
が
率
い
て
い
た
が
、
彼
は
８
月
２
６
日
、
戦
列
艦
８

隻
と
１
８
隻
の
船
団
を
も
っ
て
、
ド
・
グ
ラ
ス
と
合
流
す
る
た
め
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
よ
り
出
撃

　

フ
ッ
ト
の
艦
隊
は
途
中
で
ド
・
グ
ラ
ス
の
艦
隊
を
追
い
越
し
て
し
ま
い
、
８
月
２
７
日
に

チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
湾
に
入
っ
た
。（
不
運
に
も
）

　

し
か
し
湾
内
を
捜
索
し
て
も
ん
何
も
な
か
っ
た
た
め
、
ド
・
グ
ラ
ス
が
も
う
一
つ
の

目
標
と
し
て
選
ぶ
可
能
性
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
向
か
っ
た
。

　

フ
ッ
ド
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
戦
列
艦
５
隻
を
率
い
る
グ
レ
ー
ヴ
ス
に
会
っ
た
。
グ
レ

ー
ヴ
ス
の
方
が
先
任
で
あ
っ
た
た
め
、
フ
ッ
ド
は
グ
レ
ー
ヴ
ス
の
指
揮
下
に
入
る
。

　

グ
レ
ー
ヴ
ス
は
ド
・
グ
ラ
ス
艦
隊
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
ド
・
バ
ラ
ス
の
出
撃

に
つ
い
て
は
知
っ
て
お
り
、
ド
・
バ
ラ
ス
が
ド
・
グ
ラ
ス
に
合
流
す
る
の
を
阻
止
す
る
た
め
、

８
月
３
１
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出
撃
。

　

し
か
し
こ
の
１
日
前
の
８
月
３
０
日
（
フ
ッ
ド
の
到
着
よ
り
３
日
後
に
当
た
る
が
）
ド
・
グ

ラ
ス
は
２
８
隻
の
戦
列
艦
と
３
千
名
の
陸
軍
を
率
い
て
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
に
入
港
し

て
い
た
。
そ
し
て
９
月
５
日
、
グ
レ
ー
ヴ
ス
艦
隊
が
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
に
接
近
、
海
戦
と

な
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
か
ら
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
の
接
近
を
知
っ
た
ド
・
グ
ラ
ス
は
全
艦
に
出
港

を
命
じ
る
。
風
向
き
が
悪
く
て
、
艦
隊
の
出
港
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
。

　

一
方
グ
レ
ー
ヴ
ス
は
、
ド
・
グ
ラ
ス
を
発
見
し
て
驚
き
、
ド
・
グ
ラ
ス
の
２
４
隻
に
対
し
て
１
９
隻

の
劣
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
４
時
１
５
分
、
一
斉
に
東
に
回
頭
し
て
、
前
衛
部
隊
同
志
が
ま

ず
交
戦
に
入
る
。（
１
５
時
４
６
分
）

　

し
か
し
グ
レ
ー
ヴ
ス
が
こ
の
よ
う
に
正
攻
法
で
攻
撃
に
出
た
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
側
は
体
勢

を
整
え
る
時
間
の
余
裕
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
風
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
た

め
、
フ
ッ
ド
隊
の
７
隻
は
な
か
な
か
戦
闘
に
加
わ
れ
な
か
っ
た
。

　

戦
闘
は
日
没
ま
で
続
い
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
三
隻
が
大
破
し
、
戦
場
か
ら
退
く
。
グ
レ
ー

ヴ
ス
は
翌
日
戦
闘
を
再
開
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
翌
日
は
風
が
な
く
、
続
く
３
日
は
ド
・

グ
ラ
ス
を
捕
提
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
ド
・
グ
ラ
ス
は
、
９
月
１
０
日
、
迂
回
し
て
き
た
ド
・
バ
ラ

ス
と
合
流
に
成
功
。

　

二
倍
近
い
兵
力
の
差
が
で
き
た
の
を
認
め
た
グ
レ
ー
ヴ
ス
は
、
９
月
１
３
日
、
や
む
を
得

ず
退
却
、
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
救
援
の
望
み
は
絶
え
た
。

ド・グ
ラ
ス
フッド

ヨークタウン
フッド

ド・バ
ラ
ス

ド・バ
ラ
ス

ド・グラス

グ
レ
ー
ヴ
ス

ド・グラス

フッド
グレーヴス

ド・バラス
ド・グラス

グレ
ーヴ
ス
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ド・ギシェン

ケ
ン
ペ
ン
フ
ェ
ル
ト２隻のみ

ウ
ェ
サ
ン
沖
海
戦
（
第
２
回
）

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１７８１
年
１２
月
１２
日

　　　　　

　

１
７
８
１
年
１
２
月
、
西
イ
ン
ド
の
ド
・
グ
ラ
ス
救
援
の
た
め
、
ド
・
ギ
シ
ェ
ン
提
督
の
指

揮
す
る
大
輸
送
船
団
は
ブ
レ
ス
ト
を
進
発
。

　

こ
れ
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
側
は
、
ケ
ペ
ン
フ
ェ
ル
ト
提
督
の
適
切
な
行
動

に
よ
り
、
こ
れ
を
洋
上
で
捕
提
。
撃
破
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

損
害
を
受
け
た
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
は
、
さ
ら
に
そ
の
後
爆
風
雨
に
遭
遇

し
、
そ
の
際
の
ド
・
ギ
シ
ェ
ン
の
拙
劣
な
管
理
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
大
き
な

損
害
を
受
け
て
、
艦
隊
は
離
散
し
た
。

　

結
局
西
イ
ン
ド
諸
島
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
わ
ず
か
２
隻
に
過
ぎ
ず
、

西
イ
ン
ド
に
お
け
る
ド
・
グ
ラ
ス
の
立
場
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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セ
ン
ト
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
（
セ
ン
ト
・
キ
ッ
ツ
）
海
戦

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１７８２
年
１
月
２５
日

　　　　　

　

ド
・
グ
ラ
ス
提
督
は
、
優
勢
に
あ
る
艦
隊
を
も
っ
て
海
島
の
占
領
を
行
な

お
う
と
、
１
７
８
２
年
１
月
、
戦
列
艦
２
９
隻
、
陸
兵
８
千
で
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
の
フ
ォ
ー
ト
・

ロ
イ
ヤ
ル
を
出
港
、
セ
ン
ト
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
島
に
向
か
う
。

　

当
時
セ
ン
ト
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
の
英
守
備
隊
は
約
６
百
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
兵

８
千
は
バ
セ
ッ
テ
ル
に
上
陸
し
、
直
ち
に
攻
撃
を
開
始
し
た
。

　

こ
の
時
フ
ッ
ド
提
督
は
２
２
隻
で
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
島
に
あ
っ
た
が
、
風
上
か

ら
急
襲
す
れ
ば
勝
つ
チ
ャ
ン
ス
あ
り
と
考
え
て
出
撃
。

　　

し
か
し
フ
ッ
ド
艦
隊
の
接
近
は
ド
・
グ
ラ
ス
に
探
知
さ
れ
ド
・
グ
ラ
ス
は

碇
泊
地
か
ら
出
港
を
命
ず
る
。

　

フ
ッ
ド
は
奇
襲
の
望
み
は
絶
た
れ
た
も
の
の
、
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
を
索
制
し
て

有
利
な
立
場
に
立
ち
、
ロ
ド
ネ
ー
の
本
国
か
ら
の
到
着
を
待
と
う
と
考
え
る
。

　

ド
・
グ
ラ
ス
は
フ
ッ
ド
艦
隊
に
向
か
っ
て
い
っ
た
が
、
フ
ッ
ド
は
巧
み
に
こ
れ
を

避
け
、
ド
・
グ
ラ
ス
に
自
艦
隊
の
後
尾
を
追
跡
さ
せ
た
。

　

そ
し
て
機
を
見
て
フ
ッ
ド
は
急
速
に
反
転
し
、
碇
泊
地
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

フ
ッ
ド
は
凸
形
の
陣
形
を
作
っ
て
碇
泊
し
、
両
翼
を
陸
地
に
託
す
る

と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
を
上
陸
軍
か
ら
遮
断
し
た
。

　

１
月
２
５
日
、
ド
・
グ
ラ
ス
は
攻
撃
の
た
め
フ
ッ
ド
の
隊
列
に
接
近
し
た
が
、
イ

ギ
リ
ス
側
の
舷
側
射
撃
に
よ
り
大
損
害
を
受
け
、
接
近
不
可
能
と
な

っ
た
。

　

こ
の
状
態
で
フ
ッ
ド
は
約
３
週
間
、
そ
の
位
置
を
保
持
し
た
。
こ
の
時
、
フ

ラ
ン
ス
側
の
、
本
国
よ
り
の
増
援
艦
隊
は
、
ケ
ン
ペ
ン
フ
ェ
ル
ト
提
督
に
破
ら
れ

た
の
に
対
し
、
ロ
ド
ネ
ー
艦
隊
は
西
イ
ン
ド
に
接
近
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　

ド
・
グ
ラ
ス
は
、
ロ
ド
ネ
ー
の
到
着
前
に
決
着
を
つ
け
よ
う
と
、
海
陸
両
側

で
攻
撃
を
強
化
し
、
２
月
１
３
日
に
は
英
守
備
兵
を
降
し
た
。

　

も
は
や
フ
ッ
ド
に
は
、
セ
ン
ト
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
に
と
ど
ま
る
理
由
が
な
く
な
っ
た

た
め
、
密
か
に
錨
鎖
を
切
断
し
、
そ
の
位
置
に
灯
火
を
点
置
し
て
敵
を

欺
き
、
夜
に
乗
じ
て
出
港
、
脱
出
に
成
功
し
た
。

　

フ
ッ
ド
は
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
に
帰
投
、
間
も
な
く
ロ
ド
ネ
ー
と
合
同
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
西
イ
ン
ド
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
勢
力
が
優
位
と
な
り
、
ド
・
グ
ラ
ス
は
セ

ン
ト
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
を
去
っ
て
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
に
帰
投
す
る
。

バルブダ島

アンティグア島

グアドループ島

マリーガラント島

ドミニカ島
マ
ル
ティ
ニ
ッ
ク
島

セ
ン
ト・ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
島

ド・グ
ラ
ス

フッド
セント・クリストファー島

バセッテル

ネヴィス島

ド・グ
ラ
ス フ

ッ
ド

ド・グ
ラ
ス

フッド

バセッテルセント・クリストファー島

バルブダ島

アンティグア島

モントセラット島

グアドループ島

フッド ロド
ネー

ド・グ
ラ
ス
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サ
ド
ラ
ス
の
海
戦　
　
　
　
　

１７８２
年
２
月
１７
日

プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
の
海
戦　
　
　

１７８２
年
４
月
１２
日

　　　　　

　

英
提
督
ヒ
ュ
ー
ズ
は
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
官
と
し
て
イ
ン
ド
に
あ
っ
た

が
、
英
蘭
開
戦
（
１
７
８
０
年
１
２
月
２
０
日
）
以
来
機
会
を
狙
い
、
１
７
８
２
年
１
月
、

オ
ラ
ン
ダ
領
ト
リ
ン
コ
マ
リ
を
攻
略
。

　

ヒ
ュ
ー
ズ
は
奪
取
に
成
功
し
た
が
、
防
備
は
ま
だ
完
全
で
は
な
か
た
の
で
、

彼
は
マ
ド
ラ
ス
に
碇
泊
し
て
い
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
も
イ
ン
ド
方
面
に
お
け
る
勢
力
の
回
復
を
狙
い
、
１
７
８
１
年
１
２

月
に
ド
ル
ベ
ス
提
督
の
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
は
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
海
岸
に
進
出

し
て
通
商
破
壊
活
動
を
行
っ
て
い
た
。

　

一
時
は
ト
リ
ン
コ
マ
リ
沖
ま
で
進
出
し
た
が
、
攻
略
に
は
至
ら
ず
、
そ
の
う
ち

ト
ル
ベ
ス
の
急
死
に
よ
り
シ
ュ
フ
ラ
ン
が
指
揮
を
と
る
。

　

シ
ュ
フ
ラ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
側
の
根
據
地
と
し
て
ど
う
し
て
も
ト
リ
ン
コ
マ
リ
が

必
要
と
考
え
、
１
７
８
２
年
２
月
、
１
２
隻
で
攻
略
に
向
か
う
。

　

マ
ド
ラ
ス
に
あ
っ
た
ヒ
ュ
ー
ズ
は
こ
れ
を
見
て
直
ち
に
９
隻
で
出
撃
、

２
月
１
６
日
に
セ
イ
ロ
ン
北
東
海
上
で
接
触
、
翌
１
７
日
交
戦
す
る
。

　

戦
い
は
非
決
定
的
な
ま
ま
終
わ
っ
た
が
、
全
体
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
側
が
優

勢
で
、
両
軍
の
死
傷
は
と
も
に
１
２
０
名
程
度
だ
っ
た
。
戦
闘
後
英
艦
隊
は
ト

リ
ン
コ
マ
リ
に
、
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
は
ポ
ン
デ
ィ
シ
ェ
リ
ー
に
入
港
し
て
艦
隊
の

修
理
を
行
な
う
。

　
（
以
上
サ
ド
ラ
ス
の
海
戦
）

　

ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
ト
リ
ン
コ
マ
リ
の
兵
資
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、
３
月
、
再
び
マ
ド

ラ
ス
に
回
航
、
兵
士
と
軍
需
品
を
搭
載
し
て
ト
リ
ン
コ
マ
リ
に
向
か
う
。

　

ポ
ン
テ
ィ
シ
ェ
リ
ー
に
あ
っ
た
シ
ュ
フ
ラ
ン
は
こ
れ
を
知
り
、
カ
ッ
ダ
ロ
ア
攻

略
の
た
め
の
陸
兵
を
揚
陸
し
た
後
、
自
ら
は
１
２
隻
で
ヒ
ュ
ー
ズ
を
追
撃
、
４

月
１
１
日
、
ト
リ
ン
コ
マ
リ
北
東
５
０
カ
イ
リ
で
視
認
。
翌
１
２
日
戦
闘
に
入
る
。

　

戦
闘
は
１
２
日
よ
り
１
９
日
ま
で
の
８
日
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
、
シ

ュ
フ
ラ
ン
は
ヒ
ュ
ー
ズ
を
挟
撃
し
よ
う
と
は
か
り
、
一
方
１
１
隻
の
ヒ
ュ
ー
ズ
は

決
戦
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
英
側
は
大
き
な
損
害
を
出
し
な
が
ら
も
こ

の
戦
い
は
決
戦
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

戦
闘
中
止
後
、
英
艦
隊
は
ト
リ
ン
コ
マ
リ
に
入
り
、
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
は
そ

の
南
の
バ
ラ
カ
ロ
ア
に
投
錨
。

　
（
以
上
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
の
海
戦
）

マドラス

ポンディシェリー

ト
リ
ン
コ
マ
リ

コロマンデル

マドラス

ポンディシェリー

ト
リ
ン
コ
マ
リ

マドラス

ポンディシェリー

ト
リ
ン
コ
マ
リ

ト
リ
ン
コ
マ
リ

ヒ
ュ
ー
ズ

ド
ル
ベ
ス

ヒ
ュ
ー
ズ

シュ
フ
ラ
ン

ヒ
ュ
ー
ズ

シュフ
ラン

ヒ
ュ
ー
ズ

バ
チ
カ
ロ
ア
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ド
ミ
ニ
カ
海
戦
（
セ
イ
ン
ツ
沖
海
戦
）
　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１７８２
年
４
月
９
日
〜
４
月
１２
日

　　　　　

　

セ
ン
ト
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
の
海
戦
後
、
ド
・
グ
ラ
ス
艦
隊
は
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
に
あ

っ
て
、
そ
の
兵
力
は
戦
列
艦
３
６
隻
、
小
船
２
６
隻
、
計
６
２
隻
で
あ
っ
た
。

　

一
方
ロ
ド
ネ
ー
の
兵
力
は
戦
列
艦
３
６
隻
、
小
艦
１
９
隻
の
、
計
５
５
隻
で
あ

り
、
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
島
よ
り
セ
ン
ト
・
ル
シ
ア
島
に
移
動
し
て
い
た
。

　

こ
の
時
期
、
ド
・
グ
ラ
ス
は
、
ハ
イ
チ
島
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
の
ス
ペ
イ
ン
艦

隊
と
合
同
し
て
ジ
ャ
マ
イ
カ
を
攻
略
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
、
イ
ギ

リ
ス
側
は
こ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
警
戒
体
制
に
あ
っ
た
。

　

１
７
８
２
年
４
月
８
日
、
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
は
本
国
に
向
か
う
商
船
隊
１
５
０
隻
を
護

衛
し
つ
つ
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
島
を
出
航
、
ド
ミ
ニ
カ
島
の
西
岸
に
沿
っ
て
北
進

す
る
。

　

セ
ン
ト
・
ル
シ
ア
で
監
視
し
て
い
た
ロ
ド
ネ
ー
は
直
ち
に
出
航
、
ス
ペ
イ
ン
艦

隊
と
の
合
同
前
に
撃
滅
し
よ
う
と
、
決
戦
を
求
め
て
追
跡
し
、
４
月
９
日
、
フ

ラ
ン
ス
艦
隊
に
接
触
、
９
日
か
ら
１
２
日
ま
で
交
戦
。

　
（
９
日
か
ら
３
日
間
は
、
風
の
な
い
海
面
で
艦
隊
運
動
を
続
け
る
）

　

１
２
日
に
は
最
大
の
決
戦
と
な
っ
た
。
両
艦
隊
は
縦
陣
で
対
峙
し
、
風
上

の
位
置
を
争
っ
た
。
つ
い
に
フ
ラ
ン
ス
側
が
風
上
に
つ
き
、
両
艦
隊
は
反
航

戦
で
砲
火
を
交
え
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
側
の
先
頭
が
フ
ラ
ン
ス
側
の
後
尾
を
通
過
す
る
こ
ろ
、
突
然

風
向
き
が
東
か
ら
東
南
に
転
じ
る
。
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
の
中
央
に
あ
っ
た
ロ
ド

ネ
ー
は
、
直
ち
に
面
舵
を
と
っ
て
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
の
中
央
突
破
に
出
る
。

　

後
尾
に
あ
っ
た
フ
ッ
ド
も
同
じ
行
動
を
と
り
、
ド
・
グ
ラ
ス
艦
隊
は
２
か
所

で
分
断
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
は
乱
戦
と
な
っ
て
、
ド
・
グ
ラ
ス
の
旗
艦
ウ
ィ
ル
・
ド
・
パ
リ
号
は
勇
戦

す
る
が
、
つ
い
に
軍
艦
旗
を
降
ろ
し
て
降
伏
、
ド
・
グ
ラ
ス
は
捕
虜
と
な
っ
た
。
フ
ラ

ン
ス
側
は
５
隻
を
捕
獲
さ
れ
た
。

ハイチ島
サント・ドミンゴ

フランス側の計画

ジ
ャ
マ
イ
カ

アンティグア

ドミニカ
マルティニック

セント・ルシア

ロ
ド
ネ
ー

グァドループ

セインツ諸島

ドミニカ
マ
ル
ティ
ニ
ッ
ク

セ
ン
ト・ル
シ
ア

ロ
ド
ネ
ー

ド・グ
ラ
ス

商
船
隊

ド・グ
ラ
ス

ロ
ド
ネ
ード・グ

ラ
ス フッド

ロドネー

18



ネ
ガ
パ
タ
ム
の
海
戦　
　
　
　
　

１７８２
年
７
月
６
日

ト
リ
ン
コ
マ
リ
ー
の
海
戦　
　
　

１７８２
年
９
月
３
日

　　　　　

　

そ
の
後
シ
ュ
フ
ラ
ン
は
バ
チ
カ
ロ
ア
を
出
て
オ
ラ
ン
ダ
領
ト
リ
ン
ク
ェ
バ

ル
に
お
も
む
く
。

　

イ
ン
ド
原
地
人
と
結
ん
で
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
勢
力
を
回
復

す
る
に
は
イ
ン
ド
洋
の
制
海
権
を
完
全
に
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
見
て
と
っ
た
シ
ュ
フ
ラ
ン
は
、
英
艦
隊
の
撃
滅
を
決
意
、
決
戦
を

強
要
す
る
た
め
、
マ
ド
ラ
ス
と
ト
リ
ン
コ
マ
リ
の
間
で
交
通
線
の
破
壊
に

出
る
。

　

ヒ
ュ
ー
ズ
は
こ
れ
を
放
置
で
き
ず
、
６
月
、
ト
リ
ン
コ
マ
リ
を
出
航
し
て
ネ
ガ
パ

タ
ム
港
に
入
る
。
７
月
６
日
、
シ
ュ
フ
ラ
ン
艦
隊
の
出
撃
に
よ
り
、
両
艦
隊
は

ネ
ガ
パ
タ
ム
南
方
で
遭
遇
。

　

双
方
各
１
１
隻
で
戦
い
、
決
戦
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
側
の
優

勢
に
終
わ
っ
た
。
戦
闘
終
了
後
、
英
艦
隊
は
マ
ド
ラ
ス
に
帰
投
。

　

フ
ラ
ン
ス
艦
隊
は
、
バ
チ
カ
ロ
ア
に
帰
り
、
こ
こ
で
本
国
か
ら
の
戦
列
艦
２

隻
、
陸
兵
６
百
人
と
合
流
、
シ
ュ
フ
ラ
ン
は
１
４
隻
と
な
る
。

　
（
以
上
ネ
ガ
パ
タ
ム
の
海
戦
）

　

増
援
を
受
け
た
シ
ュ
フ
ラ
ン
は
直
ち
に
陸
兵
を
上
陸
、
７
月
３
１
日
、
海
陸

両
面
か
ら
ト
リ
ン
コ
マ
リ
を
襲
撃
、
奪
取
に
成
功
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
東
イ
ン
ド
方
面
の
イ
ギ
リ
ス
の
勢
力
に
は
打
撃
が
加
え

ら
れ
た
。

　

ヒ
ュ
ー
ズ
は
ト
リ
ン
コ
マ
リ
奪
回
の
た
め
に
、
１
２
隻
で
マ
ド
ラ
ス
を
出
撃
、

９
月
３
日
、
１
４
隻
の
シ
ュ
フ
ラ
ン
艦
隊
と
、
ト
リ
ン
コ
マ
リ
港
外
で
戦
う

　

シ
ュ
フ
ラ
ン
は
、
こ
れ
を
英
艦
隊
撃
滅
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、
決
戦

を
挑
も
う
と
す
る
が
、
あ
せ
っ
た
た
め
か
、
信
号
の
誤
認
が
起
こ
っ
て
戦
列

に
乱
れ
を
生
じ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
た
め
に
、
決
戦
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
ヒ
ュ
ー
ズ
が
優
位
に
立
つ

結
果
と
な
っ
た
。
ト
リ
ン
コ
マ
リ
の
奪
回
は
な
ら
ず
、
依
然
フ
ラ
ン
ス
の
所

有
で
あ
っ
た
が
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
一
応
こ
れ
で
よ
し
と
し
て
マ
ド
ラ
ス
に
帰
投

し
た
。

　
（
以
上
ト
リ
ン
コ
マ
リ
の
海
戦
）

マドラス
ポンディシェリー

トリンコマリ

ト
リ
ン
ク
ェ
バ
ル

バチカロア

シュフラン
バチカロア

ネガパタム

マドラス

ヒューズ

シュフラン

本国より

マドラス

トリコマリ

バチカロアバチカロア

トリコマリ シュフラン

ヒ
ュ
ー
ズ

マドラス
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カ
ダ
ロ
ア
の
海
戦

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１７８３
年
６
月
２０
日

　　　　　

　

そ
の
後
、
英
艦
隊
は
本
国
か
ら
の
増
援
を
得
て
１
８
隻
の
優
勢
と
な
り
、

フ
ラ
ン
ス
艦
隊
は
１
５
隻
と
な
り
、
ブ
ッ
ス
ィ
が
イ
ン
ド
陸
海
軍
司
令
官

と
な
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
策
が
悪
く
、
陸
軍
は
カ
ダ
ロ
ア
を
保
有
す
る

の
み
で
、
イ
ン
ド
の
王
侯
は
イ
ギ
リ
ス
側
に
つ
い
て
い
た
。

　

英
軍
は
そ
の
カ
ダ
ロ
ア
を
攻
略
し
よ
う
と
、
海
陸
両
面
か
ら
迫

る
。

　

シ
ュ
フ
ラ
ン
は
こ
れ
を
知
り
、
急
い
で
ト
リ
ン
コ
マ
リ
を
出
航
、
１
７
８
３
年
６
月
、

カ
ダ
ロ
ア
に
到
着
、
陸
兵
と
連
絡
、
次
い
で
附
近
の
海
上
で
ヒ
ュ
ー
ズ

艦
隊
と
戦
う
。（
６
月
２
０
日
）

　

結
果
は
非
決
定
的
だ
っ
た
か
、
英
艦
隊
は
戦
場
を
離
脱
し
て
マ

ド
ラ
ス
に
退
却
。

　

シ
ュ
フ
ラ
ン
は
カ
ダ
ロ
ア
に
入
港
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
（
以
上
カ
ダ
ロ
ア
の
海
戦
）

ヒューズ ヒューズ

シ
ュ
フ
ラ
ン

トリンコマリー

バチカロア

マドラス

ポンディシェリー

カダロア

ネガパタム

トリンコマリー

カダロア

マドラス
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１７７７年 １７７６年

ボストン
セントレジャー隊

ボル
ティ
モア

フィラデル
　　フィア

７／６　バーゴイン・タイコンデロガ
　　　　を占領

８／１０　ベニントンに分遣隊を派遣し、食料
　　　　　調達を試みるが撃退される

８／２２　反転

１０／１７　サラトガにおいて
　　　　　　バーゴイン軍
　　　　　　降伏

９／２６　ハウ・フィラデルフィア占領

７月　ハウ軍乗船

１０月ごろ、ニューヨーク守備のクリントンは
　　苦境の中、ハドソン河を北上を企図
　　しかし成功せず

９月以降
　ボストンに脅威がなくなったことを知り
　ワシントンはニューイングランドにある軍隊を
　バーゴイン軍に集中

バーゴ イン軍（8000）

セント・ジョン ハリフ
ァック

ス

ボストン
３月ハ

リファ
ックス

に撤
退

クラウンポイント
タイコンデロガ
サラトガ

　アーノルド
６月・セント・ジョンを撤退
　１０月・英軍南進

１０／１１
ヴァルカー島の北上戦
英軍・シャプレーン湖制圧

３月・ワシントン、ボストン近郊の
　　ドーチェスターの丘を占領４月・ワシントン、１８０００を率いてニューヨークに移動

９／１２　ワシントン西方に撤退・英軍マンハッタン占領
１２／２５　ワシントン、奇襲攻撃に成功

７月、ハウ・ニューヨーク攻撃
　　　ワシントン次第に退却

クリントン軍上陸に失敗
ニューヨークでハウと合流
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１７７９年 １７７８年

ハリファックス

ニュ
ーヨ
ーク

チャ
ール
スト
ン

サヴァナ

マルティニ
ック

セント・ル
シア

セント・ビン
セント

７／２　デスタン・グレナダ奪取

６／１６　バイロン艦隊本国へ向かったすきに
　　　　　デスタン、セント・ビンセント占領

７／１　バイロン護送任務を終えて
　　　　セント・クリストファーに帰港
　　　　その後、報を聞いてグレナダ奪取

グレナダ

７／６　２１隻２３隻で海戦しかし双方とも
　　　　積極行動に出ず、小さな交戦で終了
　　　　その後セント・クリストファー、グレナダへ帰投

セ
ン
ト・ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

２２隻

南部
救援
およ
び

ニュ
ーヨ
ーク
攻撃
のた
め

帰投
命令
を無
視し
て出
撃

９／１　デスタン　サヴァナへ

セ
ン
ト・ル
シ
ア
よ
りの

救
援
軍

サヴァナ攻
略の失敗に

よりデスタ
ン・ニュー

ヨーク攻略
を断念して

帰国

７～８月頃チャールストンの
リンカーン・サヴァナ攻略（失敗） １２月・チャー

ルストン攻囲
のため

クリントン軍
移動

８／１３　英艦隊来援
　　　　　米艦隊壊滅

７／２５　米軍・上陸作戦
　　　　　を敢行

６月　英軍・ペノプスコット河口占領
　　　拠点を設ける

ボス
トン

ニューヨーク

サヴァナ

ドミ
ニカ

セント・ルシア
マルティニック

バルバドス

１１／１３　バーリントン・セント・ルシアを攻撃
デスタン、セント・ルシア救援に向かうが艦隊を攻撃せず揚陸戦
しかし失敗し、バイロン艦隊が向かっているという報に據してマルティニックへ

（セント・ルシア海
戦）

１２月
英軍はセント・ル

シア奪取により

フォート・ローヤ
ルを監視可能とな

る

これにより、ドミニ
カ奪回

９／２　フランス・ドミニカ奪取

バ
イ
ロ
ン・ボ
ス
ト
ン
封
鎖
を
解
き
、バ
ル
バ
ド
ス
へ

デ
ス
タ
ン・マ
ル
ティ
ニ
ッ
ク
へ
出
港　

隻

１１／
４

１２

ホ
サ
ム・セ
ン
ト・ル
シ
ア
攻
略
に
出
港
５
隻

１１／
４

１２月　クリントン司令官、キャンベル大佐の
　　　　指揮のために遠征軍を派遣、
　　　　（３５００）　サヴァナ港を占拠

７／
８　

デス
タン
入港

８／１２　ハウフランス艦隊を追跡し、
　　　　ロード・アイランドへ交戦を企図したが
　　　　嵐によりばらばら
　　　　イギリス隊ニューヨークへ戻る
　　　　フランス隊ボストンへ

６／２８
ハウ、デラウェア上

陸

７／２９
ロードアイランド攻撃
ナラガンセットの６隻全滅
その後英艦隊本国より来航の報を受け
ロードアイランド攻略を断念

６月頃
○　ニューアークの防備は固いが
　　フィラデルフィアはぜい弱

ハウその後ボストンの
仏艦隊を攻撃しよう
とするが不可能

デスタン

２１隻
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１７８１年 １７８０年

８／２４　ワシントン・ロシャンボー
　　　　　チェサピークに移動を開始

８／３１　フッド・グレーヴスと
　　　　　合同し出撃

９／１４　ワシントン、ヨーク
　　　　タウン近郊に達する

１０／１８　ヨークタウンにおいて
　　　　　　コーンウォリス降伏

ロシャンボ
ー

主
力クリ

ン
ト
ン

主
力ワシントング

リ
ーン

ラファイエット　　　南部軍コーンウォリス

２０隻
程度

３／８
出港

２０隻
３／３０
出港

８／２
７　デ

・バラ
ス、チ

ェサピ
ークに

出撃　
８隻

３／１６
　第一次

チェサピ
ーク海戦

　　　　
　勝敗つ

かず

９／５　第
二次チェサ

ピーク海戦

　　　９／
１０　ド・バ

ラス、ド・グ
ラスに合流

３３隻　１
８隻

　　　　　
　　　グレ

ーブス決戦
を断念

８／２７　フッド・チェサピーク入港
　　　　　しかし敵影を見ずニューヨークへ

５／２０　コーンウォリス、ピータースパーグ
　　　　　先方の英軍と合流

４／２５　コーンウォリス
　　　　ウィルミントンより進撃

８／３０
ド・グラース
チェサピーク入港
　　　　　２８隻

３／２６
ニューヨークより英軍
２０００が来援

８月、コーンウォリス
ヨークタウン占領

５／１　フッド、ロドニーと合流

７／５
出港

６／２
トバゴ陥落

１月よりマルティニック封鎖６隻
７／２６　ド・グラス投錨

　　１２隻
１月、ロドネー・蘭領マルティン・ウスカチウス、カバの三島
奪取、商船３００隻、総計１５００万ドル捕獲

５／２５
ド・グラス、セント・ルシア攻略を
企図するが果たさず、トバゴに
向かう

４／２９　ド・グラース・マルディニックの艦隊と合流２４隻
　　　　　フッド１８隻と小さな交戦、フッド離脱

６／４　ロドニー・トバゴに達するが
決戦を断念して６／９バルバドス帰航

７月以降、ロシャンボーの到着により
イギリスはニューヨークを強化せざるを
得ず、カロライナに努力を集中できず ニ

ュ
ー
ポ
ー
トニューヨーク

８／１　ゲイツ・カムデンで大敗
５月、クリントン
チャールストン占領

サヴァナ

７／１２　ロシャンボー麾下の５０００のフンランス軍
　　　　　デルネー麾下の７隻ニューポート着

９／１２　ロドネー・ニューヨーク着

１２月
ロドネー・西インドへ帰航

４／１７　マルティニック海戦　２１隻対２３隻

３／２２　ド・ギシェン艦隊
　　　　　マルティニックへ到着

８月、ド・ギシェン　フランスへ１５隻

８月、ロドネー・ド・ギシェンの出港により
行き先を判断しかね、ジャマイカ・ニューヨークに
艦隊を二分

３／２３　ド・ギシェン２２隻でサンタルシア奪回を
　　　　　企図、しかし、ハイド・パーカーが１６隻を
　　　　　率いて停泊していたため断念してマルティ
　　　　　ニックに帰投

３／２７　ロドネー、サンタルシアに到着
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◯　バルバドスは最も風上側にあり、最も有利
　　フォート・ローヤル（マルティニック）からさえ攻撃困難

◯　サンタ・ルシア　マルティニックはハバナ・ジャマイカを管制

◯　ウィンドワード諸島は風上側にあることによって有利、
　　艦隊は、よほど確実な情報でない限り西航はしない

ハバナ（スペイン）

アンティグア
グァドループ

マルティニック
セント・ルシア

トリニダード

バルバドス

セント・ルシア

前年１２月、ウエサン沖で
ド・ギセン率いる大輸送船団
撃破され離散

１／２５　セント・キッツ島の海戦２１隻　２８隻

１月、ド・グラス、セント・キッツ島攻略
２／１３　英守備隊降伏
フッド離脱

２／２５　ロドネー・フッドと合流

２／１９　ロドネー・バルバドス着

４／１２
セインツ諸島沖の海戦３６隻　３３隻

４／９　ド・グラス、スペイン艦隊と協力して
ジャマイカを攻略するため、輸送船１５０隻を
率いて本国

１７８２年
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１７７６～１７７７
　ハドソン
　分断作戦

サラトガ

チェサ
ピーク独立軍

海上支援

１７７８

１７８１
〜

３０隻程度
３０隻程度

チャールストン
作戦

西インド諸島
奪取作戦

１７７８

１７８２
〜スペインの

　目標

スペインの
　目標

西インド補給線
切断
　　　ウェサン

月光

ジブラルダル
　　救援

ジブラルタル
　攻囲戦
１７７９～１７８３
最大４６隻

１５隻程度

インド方面海戦

１７８２～１７８３

１５隻程度

25



西
イ
ン
ド

９
／
２　

フ
ラ
ン
ス 

英 

ド
ミ
ニ
カ
を
攻
略

１２
／
５　

セ
ン
ト
ル
シ
ア
の
海
戦

　
　
　
　

イ
ギ
リ
ス
、
セ
ン
ト
ル
シ
ア
を
占
領

６
／
１６　

デ
ス
タ
ン
、
セ
ン
ト
ヴ
ィ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
ト
を
占
領

７
／
７　

仏
軍
グ
レ
ナ
ダ
を
奪
取

ア
メ
リ
カ

　
　
　
　

ワ
シ
ン
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ

　
　
　
　

英
軍
、
ボ
ス
ト
ン
撤
退

　
　
　
　

ワ
シ
ン
ト
ン
、
ド
ー
チ
ェ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
占
領

　
　
　
　

英
パ
ー
カ
ー
、
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
攻
略
（
失
敗
）

７
／
４　

独
立
宣
言

　
　
　
　

各
部
の
軍
団
潜
水
艦
、
実
践
に

１２
／
２６　

ワ
シ
ン
ト
ン
、
ト
レ
ン
ト
ン
奇
襲

７
／
６　

バ
ー
ゴ
イ
ン
、

　
　
　
　
　

タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
を
占
領

１０
／
７　

サ
ラ
ト
ガ
で
バ
ー
ゴ
イ
ン
軍
降
伏

９
／
２６　

英
軍
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
占
領

２
／
６　

フ
ラ
ン
ス
と
条
約
締
結

８
／
１３　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
英
艦
隊
、

　
　
　
　
　
　
　

ナ
ラ
ガ
ン
セ
ッ
ト
へ

７
／
２９　

ナ
ラ
ガ
ン
セ
ッ
ト
の
英
艦
隊
全
滅

７
／
８　

デ
ス
タ
ン
艦
隊
デ
ラ
ウ
ェ
ア
に

　
　
　
　

英
軍
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
サ
ヴ
ァ
ナ
占
領

１１
／
４　

デ
ス
タ
ン
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
け
出
港

　
　
　
　

英
軍
、
ペ
ノ
ブ
ス
コ
ッ
ト
河
口
占
領

８
／
１３　

同
地
に
英
艦
隊
出
現
、
米
艦
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
滅

７
／
２５　

ア
メ
リ
カ
、
軍
同
河
口
に
上
陸
作
戦

　
　
　
　

米
軍
、
サ
ヴ
ァ
ナ
攻
略
（
失
敗
）

　
　
　
　

ク
リ
ン
ト
ン
、
サ
ヴ
ァ
ナ
へ

地
中
海
お
よ
び

フ
ラ
ン
ス

４
／
１５　

デ
ス
タ
ン
艦
隊
、
ル
ー
ロ
ン
出
港

　
　
　
　

ス
ペ
イ
ン
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

攻
略
開
始

イ
ン
ド

大
西
洋

イ
ギ
リ
ス

３
／
１３　

フ
ラ
ン
ス
と
国
交
断
絶

７
／
２７　

ウ
ェ
サ
ン
沖
海
戦

　
　
　
　

ス
ペ
イ
ン
、
宣
戦
布
告

　
　
　
　

仏
西
連
合
軍
、
英
本
土
上
陸
を
企
図

　
　
　
　

ロ
ド
ニ
ー
、
出
港

１７７６ １７７７ １７７８ １７７９

米
独
立
戦
争
史
（
Ⅰ
）
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西
イ
ン
ド

４
／
１７　

マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
海
戦

３
／
２７　

ロ
ド
ニ
ー
、
セ
ン
ト
ル
シ
ア
着

３
／
２２　

ド
・
ギ
セ
ン

　
　
　
　
　

セ
ン
ト
ル
シ
ア
攻
略
（
失
敗
）

　
　
　
　

ロ
ド
ニ
ー
、
蘭
植
民
地

　
　
　
　
　
　

攻
略
の
命
令
を
受
け
る

４
／
２９　

ド
・
グ
ラ
ス
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
フ
ッ
ド
と
交
戦

６
／
２　

ト
バ
ゴ
陥
落

５
／
２５　

ド
・
グ
ラ
ス
、
ト
バ
ゴ
攻
撃

５
／
１　

フ
ッ
ド
、
ロ
ド
ニ
ー
と
合
流

２
／
１３　

セ
ン
ト
キ
ッ
ツ
の
英
守
備
隊
降
伏

　
　
　
　
　
（
セ
ン
ト
キ
ッ
ツ
）

１
／
２６　

セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
の
海
戦

４
／
１２　

ド
ミ
ニ
カ
の
海
戦

ア
メ
リ
カ

　
　
　
　

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
司
令
官
に

　
　
　
　

英 

ク
リ
ン
ト
ン
、

　
　
　
　
　

チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
占
領

７
／
１２　

ロ
シ
ャ
ン
ボ
ー
部
隊
、

　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
へ

３
／
２６　

英
増
援
隊
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
へ

３
／
１６　

第
一
次
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
海
戦

　
　
　
　

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
、

　
　
　
　
　
　

ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
占
領

１０
／
１８　

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
、

　
　
　
　
　
　
　

ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
で
降
伏

９
／
５　

チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
湾
海
戦（
第
二
次
）

地
中
海
お
よ
び

フ
ラ
ン
ス

　
　

　
　
　
　

ロ
ド
ネ
ー
、
ミ
ノ
ル
カ
、

　
　
　
　
　
　

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
に
補
給

　
　
　

 

セ
ン
ト
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
の
月
光
海
戦　

　
　
　
　

ダ
ー
ビ
ー
提
督
、
ミ
ノ
ル
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
補
給
続
行

９
／
１３　

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
大
攻
防
戦

イ
ン
ド

　
　
　
　

仏
、
喜
望
峰
を
奪
取

２
／
２７　

サ
ド
ラ
ス
の
海
戦

　
　
　
　

英
（
ロ
ゲ
ウ
ス
）

　
　
　
　
　
　

蘭 

ト
リ
ン
コ
マ
リ
を
攻
略

４
／
１２　

プ
ロ
ビ
デ
ン
の
海
戦

７
／
３１　

シ
ュ
フ
ラ
ン
、
ト
リ
ン
コ
マ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奪
取

７
／
６　

ネ
ガ
パ
タ
ム
の
海
戦

９
／
３　

ト
リ
ン
コ
マ
リ
ー
の
海
戦

６
／
２０　

カ
ダ
ロ
ア
の
海
戦

大
西
洋

４
／
１６　

ポ
ー
ト
ブ
ラ
の
海
戦

　
　
　
　
（
ト
ッ
ガ
ー
バ
ン
グ
の
海
戦
）

８
／
５　

英
艦
隊
、
オ
ラ
ン
ダ
船
団
と
戦
闘

１２
／
１２　

ウ
ェ
サ
ン
沖
の
海
戦

　
　
　
　
　
　
（
輸
送
船
撃
破
）

イ
ギ
リ
ス

１２
／
２０　

英
蘭
海
戦

１７８０ １７８１ １７８２ １７８３

米
独
立
戦
争
史
（
Ⅱ
）
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モントリオール

ケベック

サラトガ

ボストン

ニューヨーク

フィラデルフィア
ト
レ
ン
ト
ン

ボ
ル
ティ
モ
ア

ワシントン

ヨークタウン

チャールストン

サヴァナ

ピッツバーグ

マサチューセッツ
　（メーン）

ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ーニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク マサチ

ューセ
ッツ

ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン

コネ
ティ
カッ
ト

ペンシルバニア

メ
リ
ー
ラ
ン
ド

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

デラウェア

ヴァージニア

ノース・カロライナ

サウス・カロライナ

ジョージア
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　１　目的

　　　イギリス　植民地喪失の阻止

　　　アメリカ　独立の達成

　　　スペイン　ミノルカ、ジブラルタル、ジャマイカの奪回

　　　フランス　英領西インド・東インドの支配、および、十分牽制した後適当な時にアメリカを独立させること

　　　オランダ　イギリスによってムリに引きこまれた。得るものは何もないため、早期終結が目的

　　○植民地の反乱の脅威

　　　海外根拠地の鎖が欠けてしまう。アメリカ大陸の大西洋岸の一部、カナダ、ハリファックス、西インド諸島

　　　を結ぶ海軍根拠地が英国の手に残るか？

　２　目標

　　　チュルブーの主張、　アメリカは独立しない方が良い。

　　　　　　　　　　　　理由、植民地が弱まるならば、英は植民地の力を失い、疲弊しなければ

　　　　　　　　　　　　英は継続的にそれを押さえておく必要がある。要するにはれ物を

　　　　　　　　　　　　切除せず、治しもしない状態にしておくべきである。

　　　○フランスの目的はアメリカを救うことではなく、イギリスに損害を与えることである。

　　　　それゆえ、アメリカ十三州はフランスの主要目標ではない。

　３　作戦目標

　　　同盟国側は、英艦隊の撃滅を主目標には選ばなかった。これが

　　　大した効果を持ち得なかった理由である。

　　　スペインはジブラルタルに大兵力を指向することを主張し、結果的にイギリスから見

　　　ればジブラルタルは同盟国側大艦隊を牽制する役割を果たしたことになる。
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